
提

出

者

首

藤

信

彦

平
成
十
三
年
五
月
二
十
三
日
提
出

質

問

第

七

一

号

ケ
ニ
ア
共
和
国
ソ
ン
ド
ゥ
・
ミ
リ
ウ
水
力
発
電
事
業
に
関
す
る
質
問
主
意
書

71



ケ
ニ
ア
共
和
国
ソ
ン
ド
ゥ
・
ミ
リ
ウ
水
力
発
電
事
業
に
関
す
る
質
問
主
意
書

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要

ケ
ニ
ア
共
和
国
ビ
ク
ト
リ
ア
湖
に
注
ぐ
ソ
ン
ド
ゥ
・
ミ
リ
ウ
川
に
お
い
て
、
現
在
水
力
発
電
事
業
（
�
�
Ｍ
Ｗ
、
�
�
Ｍ
Ｗ

×
�
基
、
流
れ
込
み
式
発
電
所
）
が
進
行
中
で
あ
り
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
日
本
政
府
は
総
額
�
�
�
億
�
�
�
�
万
円
も

の
円
借
款
供
与
を
行
な
う
予
定
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
事
業
に
対
し
て
、
経
済
的
な
事
業
可
能
性
（
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
ー
ス
タ
デ
ィ
ー
）
、
環
境
、
社
会
・

文
化
的
側
面
か
ら
様
々
な
問
題
が
あ
る
と
し
て
、
地
域
住
民
お
よ
び
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
強
い
懸
念
の
声
が
出
さ
れ
て
お
り
、
国
際
社

会
で
も
問
題
視
さ
れ
始
め
て
い
る
。
今
ま
さ
に
公
正
で
詳
細
な
分
析
を
行
っ
た
上
で
、
「
受
益
者
と
し
て
の
地
域
住
民
」
と
い

う
視
点
に
基
づ
き
事
業
へ
の
融
資
を
再
検
討
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
決
定
の
経
緯
や
、
重
債
務
国
で

あ
る
ケ
ニ
ア
に
対
す
る
新
規
円
借
款
供
与
の
意
味
と
い
う
面
か
ら
も
考
慮
す
べ
き
点
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
以
下
質
問

す
る
。

一

円
借
款
を
供
与
す
る
根
拠
に
つ
い
て

ケ
ニ
ア
政
府
の
財
政
は
危
機
的
状
況
に
あ
り
、
�
�
�
�
年
�
�
月
に
債
務
返
済
繰
り
延
べ
を
要
請
、
合
意
し
た
が
、
旱

一



魃
の
影
響
も
あ
り
経
済
状
況
は
悪
化
し
て
い
る
。
�
�
�
�
年
か
ら
�
�
�
�
年
ま
で
�
�
�
百
万
ド
ル
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ

ン
グ
・
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
る
と
予
想
さ
れ
、
ド
ナ
ー
か
ら
の
資
金
流
入
が
な
け
れ
ば
再
度
の
債
務
返
済
繰
り
延
べ
は
避
け
ら

れ
な
い
見
通
し
で
あ
る
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
見
込
み
で
は
、
我
が
国
に
対
し
て
も
�
�
�
�
年
ま
で
毎
年
�
�
億
円
以
上
の
債
務
返

済
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

�

こ
の
よ
う
な
財
政
状
況
を
踏
ま
え
た
上
で
、
本
事
業
を
円
借
款
で
実
施
す
る
根
拠
、
資
金
回
収
の
見
込
を
示
さ
れ
た

い
。

�

本
事
業
に
は
�
�
�
�
年
�
�
月
に
は
技
術
協
力
の
所
要
資
金
と
し
て
�
億
�
�
�
�
万
円
（
金
利
�
・
	
％
）
、
�

�
�
�
年


月
に
は
、
第
一
期
の
調
達
資
金
と
し
て
�
�
億




�
�
万
円
（
金
利
�
・


％
）
の
借
款
契
約
が
調
印
さ

れ
た
が
、
こ
れ
ま
で
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
、
項
目
ご
と
に
支
払
い
相
手
、
お
よ
び
金
額
を
示
さ
れ
た

い
。




フ
ェ
ー
ズ
�
に
対
す
る
�
�
	
億
	
�
�
�
万
円
の
借
款
供
与
（
金
利
�
・


％
）
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ

る
予
定
な
の
か
、
項
目
ご
と
に
支
払
い
相
手
お
よ
び
金
額
を
示
さ
れ
た
い
。

�

上
記
の
よ
う
な
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
ケ
ニ
ア
政
府
の
債
務
返
済
可
能
性
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

二



か
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

�

本
件
の
工
事
は
鴻
池
組
が
受
注
し
た
が
、
そ
の
経
緯
や
理
由
に
つ
い
て
詳
細
説
明
を
示
さ
れ
た
い
。

二

環
境
へ
の
影
響
に
つ
い
て

流
量
変
化
に
関
す
る
問
題

�
�
�
�
年
�
�
月
国
際
協
力
事
業
団
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
『
ソ
ン
ド
ゥ
川
水
力
発
電
開
発
計
画
調
査
書

主
報
告

書
』
に
よ
る
と
、
ソ
ン
ド
ゥ
川
の
�
�
�
�
年
か
ら
�
�
�
�
年
ま
で
の
�
Ｊ
Ｇ
�
測
水
所
に
お
け
る
月
平
均
流
量
の
平
均

値
は
�
�
・
�
�
立
方
メ
ー
ト
ル
毎
秒
と
な
っ
て
い
る
。
ソ
ン
ド
ゥ
・
ミ
リ
ウ
水
力
発
電
に
必
要
な
水
量
は
�
	
立
方
メ
ー

ト
ル
毎
秒
で
あ
り
、
流
量
の
大
半
は
発
電
用
に
使
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
特
に
�
月
か
ら
�
月
に
か
け
て
の
乾
季
お
よ
び
�

	
月
か
ら
�
�
月
に
か
け
て
の
少
雨
季
の
間
、
�
ヶ
月
間
は
川
の
流
量
が
大
幅
に
減
少
す
る
こ
と
に
な
り
、
周
辺
の
砂
漠
化

な
ど
環
境
へ
の
影
響
は
避
け
ら
れ
な
い
。

�

�
�
�
�
年


月
に
日
本
工
営
株
式
会
社
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
「
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
報
告
書
」
に
よ
る
と
、
ケ
ニ
ア

水
資
源
開
発
省
（T

h
e
M
in
istry

o
f
W
a
te
r
D
e
v
e
lo
p
m
e
n
t

）
の
基
準
に
よ
り
流
域
住
民
の
水
利
用
の
た
め
に
�
・

	
立
方
メ
ー
ト
ル
毎
秒
の
水
を
取
水
堰
の
下
流
に
流
す
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
だ
。
乾
季
に
お
い
て
�
・
	
立
方
メ
ー
ト

三



ル
の
水
を
流
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
ま
た
、
こ
の
程
度
の
流
量
で
は
水
が
土
壌
に
吸
収
さ
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
極
め

て
高
い
と
懸
念
さ
れ
る
が
、
政
府
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
詳
細
な
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

�

川
の
流
量
が
大
幅
に
減
少
す
る
乾
季
、
少
雨
季
の
環
境
保
全
、
お
よ
び
耕
地
の
た
め
、
ど
の
よ
う
な
対
策
が
講
じ
ら
れ

て
い
る
の
か
。
具
体
的
な
説
明
を
詳
細
に
頂
き
た
い
。

三

地
域
の
合
意
に
つ
い
て

�

地
域
住
民
へ
の
情
報
提
供
の
欠
如
に
つ
い
て

ソ
ン
ド
ゥ
川
の
流
域
の
住
民
は
、
環
境
影
響
評
価
書
の
策
定
時
、
川
の
流
量
変
化
な
ど
事
業
に
伴
う
社
会
・
環
境
影
響

に
つ
い
て
十
分
な
説
明
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
が
、
工
事
が
始
ま
っ
て
�
年
以
上
た
っ
た
今
も
流
量
変
化
に
つ
い
て
知
ら

さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
状
況
は
適
切
と
さ
れ
る
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
手
続
き
が
取
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
地
域
の
住
民
に

十
分
な
情
報
が
与
え
ら
れ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
ま
た
、
今
後
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
考
え
て
い
る
の
か
。
政
府
の
対

応
策
を
示
さ
れ
た
い
。

�

対
話
集
会
に
つ
い
て

四



�
�
�
�
年
�
月
�
�
日
・
�
�
日
、
ケ
ニ
ア
側
実
施
機
関
、
住
民
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
参
加
す
る
対
話
集
会
が
現
地
で
開
催

さ
れ
た
。
外
務
省
に
よ
る
と
、
本
事
業
の
継
続
支
持
、
早
期
の
第
二
期
借
款
の
供
与
要
望
が
表
明
さ
れ
、
事
業
実
施
の
過

程
で
懸
念
が
示
さ
れ
た
諸
点
に
つ
い
て
は
第
二
期
事
業
の
過
程
で
定
期
的
な
協
議
を
実
施
す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
た
と
の

こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
側
か
ら
は
事
業
継
続
支
持
を
表
明
し
た
事
実
は
な
い
と
議
事
録
の
記
述
内
容
に

つ
い
て
強
い
疑
念
の
声
が
挙
が
っ
て
い
る
。

現
在
、
政
府
に
対
し
対
話
集
会
の
議
事
録
の
内
容
提
示
を
求
め
て
い
る
。
当
初
は
在
ケ
ニ
ア
日
本
大
使
館
が
管
理
し
て

お
り
、
テ
ー
プ
起
こ
し
の
た
め
に
時
間
が
か
か
る
と
の
説
明
を
受
け
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
対
話
集
会
を
主
催
し
た
ケ
ニ

ア
電
力
公
社
が
管
理
し
て
い
る
た
め
、
早
期
内
容
提
示
は
で
き
な
い
と
説
明
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
説
明
が
変
化
し
た
の

は
何
故
か
。
ま
た
、
議
事
録
の
提
示
に
多
大
な
時
間
を
要
す
る
理
由
は
何
か
。
明
確
な
説
明
を
求
め
た
い
。

�

技
術
委
員
会
に
つ
い
て

�
�
�
�
年
�
月
�
�
日
、
当
事
業
の
再
検
討
を
行
う
技
術
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。
し
か
し
、
現
在
の
技
術
委
員
会

は
、
計
画
を
推
進
す
る
側
の
ケ
ニ
ア
電
力
公
社
の
職
員
中
心
に
構
成
さ
れ
て
お
り
、
公
正
で
は
な
い
上
に
、
専
門
知
識
を

持
っ
て
い
る
メ
ン
バ
ー
が
十
分
で
は
な
い
と
の
指
摘
が
Ｎ
Ｇ
Ｏ
連
合
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
。

五



�

技
術
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
が
公
正
な
検
討
を
行
う
に
は
再
構
成
が
必
要
で
あ
り
、
法
律
家
や
地
質
学
者
、
水
利
技
術

者
、
土
地
測
量
士
な
ど
、
適
切
な
専
門
知
識
を
持
っ
た
外
部
の
専
門
家
が
参
加
す
る
べ
き
だ
と
思
わ
れ
る
。
現
状
を
解

決
す
る
た
め
に
具
体
的
な
行
動
を
起
こ
す
予
定
は
あ
る
の
か
否
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

�

Ｎ
Ｇ
Ｏ
連
合
は
、
技
術
委
員
会
は
ケ
ニ
ア
電
力
公
社
と
地
域
住
民
の
法
的
拘
束
力
の
あ
る
合
意
書
に
基
づ
い
た
機
関

に
な
る
べ
き
で
あ
る
と
強
く
求
め
て
い
る
。
こ
れ
は
本
事
業
が
内
外
か
ら
信
頼
を
得
る
た
め
に
は
必
要
な
措
置
だ
と
思

わ
れ
る
が
、
政
府
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
、
説
明
を
求
め
た
い
。

�

Ｎ
Ｇ
Ｏ
連
合
は
、
技
術
委
員
会
の
委
員
長
は
、
ダ
ム
建
設
に
よ
る
利
害
か
ら
超
越
し
た
、
人
々
に
広
く
受
け
入
れ
ら

れ
る
人
が
適
任
で
あ
る
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
技
術
委
員
会
の
現
委
員
長
は
ケ
ニ
ア
電
力
公
社
に
よ
り

選
出
さ
れ
、
ダ
ム
建
設
者
の
利
益
の
み
を
優
先
す
る
態
度
を
続
け
て
き
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
政
府
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。
ま
た
現
状
を
解
決
す
る
た
め
に
具
体
的
な
行
動
を
起
こ
す
予
定
は
あ
る
の
か
否
か
。
政
府
の
見
解
を

示
さ
れ
た
い
。

�

本
事
業
執
行
の
第
一
期
に
お
い
て
、
重
大
な
汚
職
、
人
権
侵
害
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
事
業
へ
の
支

援
金
や
機
材
に
つ
い
て
の
監
査
は
、
事
業
に
対
す
る
利
害
関
係
が
な
く
国
際
的
に
信
頼
度
の
高
い
監
査
人
が
行
う
べ
き

六



と
の
提
案
が
Ｎ
Ｇ
Ｏ
連
合
よ
り
出
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、
こ
の
よ
う
な
対
応
を
行
う
予
定
が
あ
る
か
否
か
。
政
府
の
見

解
を
示
さ
れ
た
い
。

�

環
境
社
会
調
査
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

国
際
協
力
銀
行
で
は
、
�
�
�
�
年
�
月
�
�
日
か
ら
�
月
�
日
ま
で
の
日
程
で
環
境
社
会
調
査
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
派
遣

し
、
本
件
事
業
の
批
判
に
対
す
る
現
地
調
査
を
行
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
下
記
に
つ
い
て
説
明
を
伺
い
た
い
。

�

住
民
の
多
く
は
本
件
事
業
の
継
続
を
求
め
る
一
方
、
雇
用
の
拡
大
等
を
要
望
し
た
と
あ
る
が
、
住
民
の
多
く
と
は
、

現
地
の
ど
の
よ
う
な
住
民
を
対
象
と
し
た
の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
方
法
で
意
見
を
聞
い
た
の
か
、
具
体
的
な
方
法
、

対
象
地
域
、
対
象
人
数
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
伺
い
た
い
。
ま
た
、
雇
用
拡
大
の
要
望
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
対
応

を
考
え
て
い
る
の
か
、
政
府
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

�

現
地
で
は
、
工
事
の
開
始
に
伴
っ
て
従
業
員
向
け
の
商
店
や
飲
食
店
が
増
加
し
て
お
り
、
全
体
と
し
て
地
域
が
貧
困

化
し
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
の
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
漁
業
や
農
業
に
従
事
し
て
い
る
住
民
は
経

済
的
に
負
の
影
響
を
受
け
て
お
り
、
受
益
者
は
地
元
有
力
者
な
ど
地
域
住
民
の
一
部
で
あ
る
と
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
か
ら
の
指

摘
も
あ
る
。
新
し
く
営
業
を
開
始
し
た
商
店
や
飲
食
店
の
数
は
具
体
的
に
は
ど
の
程
度
な
の
か
。
ま
た
商
店
等
の
経
営

七



者
は
地
域
に
お
け
る
ど
の
よ
う
な
立
場
の
人
な
の
か
。
ま
た
、
立
ち
退
き
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
た
地
域
住
民
の
自
立

に
向
け
て
、
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
の
起
業
支
援
な
ど
何
ら
か
の
対
策
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。
説
明
を
伺
い
た
い
。

右
質
問
す
る
。

八


